
 

 

千葉市監査委員告示第１号 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１２項の規定により、定期監査及び

行政監査の結果に基づき講じた措置について、別添のとおり千葉市長から通知がありました

ので、公表します。 

 

    平成２６年３月２０日 

 

千葉市監査委員 宮 下 公 夫 

同       宮 原 清 貴 

同       黒 宮   昇 

                   同       石 橋   毅 



 

 

２５千総総第１２０５号 

平成２６年３月１７日 

 

 千葉市監査委員 宮 下 公 夫 様 

 同       宮 原 清 貴 様 

 同       黒 宮   昇 様 

 同       石 橋   毅 様 

 

千葉市長 熊 谷 俊 人    

 

 

監査の結果に基づき講じた措置について（通知） 

 

 

 平成２３年度監査報告第８号、平成２５年度監査報告第１号、平成２５年度監査報告第２

号、平成２５年度監査報告第９号及び平成２５年度監査報告第１０号により報告のあった監

査の結果に基づき講じた措置について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条

第１２項の規定により別紙のとおり通知します。 
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報告書番号 ２５監査報告第９号 

監査の種類 工事定期監査 

監査の結果（指摘事項） 講 じ た 措 置 

（１）設計・積算について改善すべき事項  

ア 視覚障害者誘導用ブロックの設置を適正

に行うべきもの[建設局：都賀駅大草町線外

特定経路整備工事（都賀工区）、大木戸町土

気町線外１０歩道段差解消工事] 

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促

進に関する法律（バリアフリー新法）に基

づく道路の移動等円滑化基準の整備ガイ

ドラインによると、「特定道路等において

は、歩道等の横断歩道接続部等に、点状ブ

ロックによる歩車道境界の注意喚起を行

うとともに、線状ブロックによりその移動

方向を示す視覚障害者誘導用ブロックを

部分的に設置するものとする。」とされて

いる。 

また、千葉市内における歩行空間の整備

の指針となることを目的として作成され

た歩行空間整備マニュアルによると、視覚

障害者誘導用ブロックの設置の考え方に

ついて、「線状ブロックで、横断歩道上の

歩行方向及び横断歩道の中心部を案内す

る。」とされ、「点状ブロックで、対面方

向から、横断歩道を渡ってきた視覚障害者

の官民境界にある塀や建物への衝突を防

止する。」とされている。 

しかしながら、都賀駅大草町線外特定経

路整備工事（都賀工区）においては、横断

歩道接続部に設置した線状ブロックが、横

断歩道の中心部を案内していなかった。 

また、大木戸町土気町線外１０歩道段差

解消工事においては、対面方向から横断歩

道を渡ってきた視覚障害者が、民地にある

塀等に衝突することを防止する点状ブロ

ックが設置されていなかった。 

視覚障害者誘導用ブロックの設置につい

ては、道路の移動等円滑化基準の整備ガイ

ドライン等に基づき適正に行われたい。 

 

 

 

 

 

 

視覚障害者誘導用ブロックの設置については、

平成２５年１１月５日に土木部長及び道路部長

から両部の各所属長に対し文書で通知し、道路の

移動等円滑化基準の整備ガイドライン等に基づ

き適正に行うよう、所属職員へ周知徹底を図っ

た。 

なお、都賀駅大草町線外特定経路整備工事（都

賀工区）については、同年１２月に、同ガイドラ

イン等に基づき、横断歩道接続部に設置した線状

ブロックが、横断歩道の中心部を案内するよう改

修した。 

また、大木戸町土気町線外１０歩道段差解消工

事については、同年１０月に、同ガイドライン等

に基づき、対面方向から横断歩道を渡ってきた視

覚障害者が、民地にある塀等に衝突することを防

止する点状ブロックを設置した。 
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イ ＬＥＤ照明灯具の材料費に係る諸経費を

適正に積算すべきもの［建設局：おゆみ野中

央７７８号線外１道路照明灯設置工事、仁戸

名町古市場町線道路新設工事（２４－１）］ 

「ＬＥＤ道路照明灯の導入について」（平

成２３年１０月２８日付け土木部長通知）

によると、新規にＬＥＤ道路照明灯を設置

する場合の設計基準等については、「ＬＥ

Ｄ道路・トンネル照明導入ガイドライン

(案)」を準用するものとされている。これ

により、道路照明灯設置工事における、Ｌ

ＥＤ照明灯具の材料費に係る諸経費につ

いては、共通仮設費を対象外とし、積算す

ることとなっている。 

しかしながら、当該工事２件においては、

ＬＥＤ照明灯具の材料費に係る諸経費に

共通仮設費を計上していた。 

ＬＥＤ照明灯具の材料費に係る諸経費に

ついては、通知に基づき適正に積算された

い。 

 

 

 

 

ＬＥＤ照明灯具の材料費に係る諸経費につい

ては、平成２５年１１月５日に土木部長及び道路

部長から両部の各所属長に対し文書で通知し、

「ＬＥＤ道路照明灯の導入について」に基づき適

正に積算するよう、所属職員へ周知徹底を図っ

た。 

 

 

ウ 材料の運搬に係る費用を適正に積算すべ

きもの[建設局：千葉市立緑が丘中学校防球

ネット設置工事］ 

土木工事積算基準によると、工事を施工

するための材料費の設計単価には、原則と

して、購入場所から現場までの運賃を含む

ものとされている。 

しかしながら、本工事においては、防球

ネットを支えるコンクリートポールにつ

いて、材料費以外に購入場所から現場まで

の運賃を別途計上していた。 

材料の運搬に係る費用については、土木

工事積算基準に基づき適正に積算された

い。 

 

 

 

材料の運搬に係る費用については、平成２５年

１１月５日に土木部長及び道路部長から両部の

各所属長に対し文書で通知し、土木工事積算基準

に基づき適正に積算するよう、所属職員へ周知徹

底を図った。 

 

 

（２）施工について改善すべき事項  

ア グレーチング蓋の盗難対策を適正に行う

べきもの[建設局：都町１６３号線外２側溝

新設工事] 

「グレーチング蓋の仕様について」（平成

２０年１０月２９日付け土木部長通知）に

よると、道路側溝などに設置するグレーチ

ング蓋については、盗難対策として、千葉

 

 

 

 

グレーチング蓋の盗難対策については、平成 

２５年１１月５日に土木部長及び道路部長から

両部の各所属長に対し文書で通知し、「グレーチ

ング蓋の仕様について」に基づき適正に行うよ
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市の所有であることを明確にするための

刻印を側面に施すとともに、グレーチング

蓋１枚に対して盗難防止金具を２か所設

置することとされている。 

しかしながら、本工事においては、新設

の道路側溝に設置したグレーチング蓋に

ついて、千葉市の所有物であることを明確

にするための刻印は施されているものの、

盗難防止金具が設置されていなかった。 

グレーチング蓋の盗難対策については、

通知に基づき適正に行われたい。 

う、所属職員へ周知徹底を図った。 

なお、未設置となっていた盗難防止金具につい

ては、同通知に基づき、同２５年９月に設置した。 

 

 

 

 


